
令
和
元
年
八
月
一
日
提
出

質

問

第

九

号

韓
国
に
対
す
る
輸
出
管
理
強
化
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

宮

川

伸

9



韓
国
に
対
す
る
輸
出
管
理
強
化
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
一
九
年
七
月
一
日
に
経
済
産
業
省
か
ら
、
韓
国
に
対
す
る
輸
出
管
理
の
運
用
の
見
直
し
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
た
。
そ
の

内
容
は
、
（
�
）
ホ
ワ
イ
ト
国
か
ら
韓
国
を
削
除
す
る
た
め
の
手
続
き
を
取
る
こ
と
、
（
�
）
フ
ッ
化
ポ
リ
イ
ミ
ド
、
レ
ジ
ス

ト
、
フ
ッ
化
水
素
の
韓
国
向
け
輸
出
に
つ
い
て
、
包
括
輸
出
許
可
制
度
の
対
象
か
ら
外
し
、
個
別
に
輸
出
許
可
申
請
を
求
め
る

こ
と
、
の
二
点
で
あ
る
。
こ
の
発
表
を
受
け
て
日
韓
の
関
係
は
悪
化
し
て
お
り
、
民
間
交
流
も
含
め
経
済
等
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
国
民
の
関
心
が
高
い
問
題
で
あ
る
の
で
、
で
き
る
限
り
丁
寧
な
説
明
を
求
め
、
以
下
質
問
す
る
。

一

現
在
ま
で
に
日
本
企
業
に
ど
の
よ
う
な
経
済
的
影
響
が
出
て
い
る
か
。

二

現
在
ま
で
に
韓
国
企
業
に
ど
の
よ
う
な
経
済
的
影
響
が
出
て
い
る
か
。

三

今
後
、
ど
の
よ
う
な
日
本
企
業
に
ど
の
程
度
の
経
済
的
影
響
が
出
る
と
想
定
し
て
い
る
か
。

四

今
後
、
韓
国
に
ど
の
程
度
の
経
済
的
影
響
が
出
る
と
想
定
し
て
い
る
か
。

五

韓
国
が
ホ
ワ
イ
ト
国
で
な
く
な
っ
た
場
合
、
何
種
類
く
ら
い
の
ど
の
よ
う
な
輸
出
品
目
に
影
響
が
出
る
の
か
。

六

今
回
の
見
直
し
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
世
耕
経
済
産
業
大
臣
は
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
「
近
年
は
日
本
か
ら
の
申
し
入
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
十
分
な
意
見
交
換
の
機
会
が
な
く
な
っ
て
い
た
」
と
説
明
し
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
会
議
の
開
催
を
求
め
、

一



い
つ
、
何
回
申
入
れ
を
行
っ
た
の
か
。
ま
た
、
ホ
ワ
イ
ト
国
か
ら
削
除
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
韓
国
側
に
伝
え
た
こ
と

は
あ
る
の
か
。

七

同
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
は
、
他
の
理
由
と
し
て
「
輸
出
管
理
を
巡
り
不
適
切
な
事
案
が
発
生
し
て
い
る
」
こ
と
を
挙
げ
て
い

る
。
韓
国
政
府
の
発
表
に
よ
る
と
過
去
四
年
間
で
百
五
十
六
件
の
不
正
輸
出
が
摘
発
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
中

の
事
案
が
問
題
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
こ
れ
以
外
の
事
案
も
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

八

今
回
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
不
適
切
な
事
案
」
と
は
い
く
つ
あ
る
の
か
。
ま
た
、
特
に
重
大
な
「
不
適
切
な
事
案
」
と
は

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

九

日
本
政
府
は
、
今
回
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
不
適
切
な
事
案
」
が
あ
る
こ
と
を
い
つ
か
ら
認
識
し
て
い
た
の
か
。

十

二
〇
一
九
年
七
月
一
日
に
見
直
し
を
発
表
し
た
が
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
発
表
し
た
理
由
は
何
か
。

十
一

日
本
政
府
は
韓
国
政
府
に
対
し
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
対
応
を
求
め
て
い
る
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


